
         
 

 

連
立
政
権
樹
立
に
関
す
る
合
意
事
項 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
九
三
年
七
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
社
会
党 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
生
党 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

公
明
党 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
本
新
党 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

民
社
党 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
党
さ
き
が
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

社
会
民
主
連
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

民
主
改
革
連
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今
回
の
総
選
挙
で
国
民
は
、
自
由
民
主
党
政
権
に
代
わ
る
新
し
い
政
権
を
求
め
る
歴
史
的
審
判
を
下
し
た
。 

 

日
本
社
会
党
、
新
生
党
、
公
明
党
、
日
本
新
党
、
民
主
党
、
新
党
さ
き
が
け
、
社
会
民
主
連
合
及
び
民
主
改
革

連
合
の
八
党
派
は
、
国
民
の
負
託
に
こ
た
え
、
政
治
倫
理
を
重
ん
じ
、
自
由
民
主
党
政
権
の
下
で
は
、
な
し 

え
な
か
っ
た
抜
本
的
な
政
治
改
革
を
実
現
す
る
連
立
政
権
の
樹
立
を
決
意
し
た
。 

 

こ
の
政
権
は
、
冷
戦
終
結
後
の
国
際
社
会
や
国
民
ニ
ー
ズ
の
急
速
な
変
化
に
対
応
す
る
役
割
を
持
つ
も
の
で 

あ
り
、
今
後
一
致
協
力
し
て
新
し
い
政
治
を
切
り
拓
く
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
合
意
し
た
。 

 

一
、
連
立
政
権
は
、
①
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
に
よ
る
選
挙
制
度
改
革
、
②
徹
底
し
た
政
治
の
腐
敗
防
止 

の
た
め
の
連
座
制
の
拡
大
や
罰
則
の
強
化
、
③
公
費
助
成
等
と
一
体
と
な
っ
た
企
業
団
体
献
金
の
廃
止
等
の
抜 

本
的
政
治
改
革
関
連
法
案
を
本
年
中
に
成
立
さ
せ
る
。 

二
、
連
立
政
権
は
、
わ
が
国
憲
法
の
理
念
及
び
精
神
を
尊
重
し
、
外
交
及
び
防
衛
等
国
の
基
本
施
策
に
つ
い
て
、 

こ
れ
ま
で
の
政
策
を
継
承
し
つ
つ
、
世
界
の
平
和
と
軍
縮
の
た
め
に
責
任
及
び
役
割
を
狙
い
、
国
際
社
会
に 

信
頼
さ
れ
る
国
づ
く
り
を
行
う
。 

三
、
連
立
政
権
の
経
済
政
策
は
、
自
由
主
義
経
済
を
基
本
と
し
、
国
際
協
調
を
図
り
、
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上

に
努
め
る
。
ま
た
、
食
糧
及
び
徹
底
し
た
安
全
管
理
の
下
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
確
保
に
責
任
を 

果
た
す
も
の
と
す
る
。 

四
、
連
立
政
権
の
発
足
に
当
た
っ
て
は
、
か
つ
て
の
戦
争
に
対
す
る
反
省
を
踏
ま
え
、
世
界
及
び
ア
ジ
ア
の
平
和

と
発
展
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
を
、
内
外
に
明
示
す
る
。 

五
、
連
立
政
権
は
、
当
面
す
る
次
の
重
要
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
各
党
は
、
誠
意
を
も
っ
て
協
議
を
行
い
、
合
意

を
得
て
活
力
あ
る
福
祉
文
化
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
に
努
め
る
。 

①
長
期
化
す
る
不
況
の
早
期
克
服 

②
国
民
生
活
を
重
視
し
た
平
成
六
年
度
予
算
編
成
と
硬
直
化
し
た
予
算
配
分
方
式
の
見
直
し 

③
規
制
緩
和
な
ど
行
財
政
改
革 

④
地
方
分
権
の
推
進
、
本
格
的
地
方
自
治
の
確
立 

⑤
公
正
な
国
民
合
意
の
税
制
改
革 

⑥
国
際
経
済
摩
擦
の
解
消 

⑦
医
療
、
福
祉
及
び
年
金
の
充
実
等
高
齢
化
社
会
対
策
の
確
立 

⑧
農
林
・
漁
業
及
び
中
小
企
業
の
振
興 

⑨
地
球
環
境
保
全
へ
の
協
力 

⑩
Ｐ
Ｋ
Ｏ
等
の
国
際
貢
献 

⑪
個
性
と
自
立
を
目
指
し
た
教
育
改
革 

⑫
住
宅
・
通
勤
・
時
短
な
ど
都
市
勤
労
者
対
策
の
推
進 

 

八
党
派
覚
え
書
き 



 
<

確
認
す
べ
き
基
本
政
策
に
つ
い
て>

 

１
．
憲
法
の
理
念
及
び
精
神
を
尊
重
し
、
外
交
・
防
衛
政
策
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
政
策
を
継
承
し
つ

つ
、
世
界
平
和
と
軍
縮
の
た
め
の
責
任
を
果
た
し
役
割
を
担
う
。 

２
．
日
米
関
係
の
基
軸
と
し
て
の
日
米
安
全
保
障
条
約
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
に
貢
献

す
る
。 

３
．
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
努
め
る
。 

４
．
日
韓
基
本
条
約
を
遵
守
し
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
的
統
一
に
協
力
す
る 

 
<

協
議
す
べ
き
当
面
の
重
要
政
策
の
課
題
に
つ
い
て>

 

１
．
景
気
は
、
な
お
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
の
認
識
で
一
致
し
、
内
需
拡
大
策
な
ど
適
切
な
不
況
対
策
を
実
施
す

る
た
め
の
協
議
を
続
け
る
。 

２
．
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
硬
直
化
し
た
予
算
配
分
方
式
の
見
直
し
な
ど
、
国
民
生
活
重
視
の
編
成
と

す
る
も
の
と
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
協
議
す
る
。 

３
．
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
規
制
緩
和
、
補
助
金
の
見
直
し
、
ま
た
情
報
公
開
を
推
進
す
る
。 

４
．
地
方
分
権
を
進
め
る
法
的
措
置
を
講
じ
、
地
方
自
治
に
基
づ
く
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
、
東
京
一
極
集 

中
の
是
正
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
る
。 

５
．
所
得
、
資
産
、
消
費
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合
的
税
制
改
革
を
行
う
。
所
得
税
減
税
に
つ
い
て
は
、
規
模
、

内
容
、
財
源
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
を
続
け
る
。 

６
．
国
際
的
貿
易
不
均
衡
に
つ
い
て
は
、
自
由
貿
易
の
原
則
に
立
ち
、
世
界
各
国
が
と
も
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。 

７
．
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
年
金
財
政
の
安
定
、
医
療
制
度
。
各
種
保
険
の
拡
充
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
・
介
護

制
度
等
の
充
実
を
進
め
る
。 

８
．
自
由
貿
易
体
制
を
堅
持
す
る
立
場
か
ら
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
は
成
功
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
コ
メ

の
例
外
な
き
関
税
化
に
は
反
対
で
あ
る
。
農
林
漁
業
の
再
建
と
そ
れ
ら
の
持
つ
環
境
、
国
土
保
全
、
地
域
社
会
の

維
持
な
ど
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

ま
た
、
中
小
企
業
・
地
場
産
業
の
積
極
的
振
興
に
努
め
る
。 

９
．
地
球
環
境
保
全
に
対
す
る
人
的
、
技
術
的
、
資
金
的
協
力
、
国
連
に
お
け
る
環
境
理
事
会
の
設
置
に
努
力 

す
る
な
ど
、
環
境
政
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。 

１０
．
国
連
を
中
心
と
す
る
国
際
平
和
の
実
現
に
取
り
組
み
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
含
め
国
連
へ
の
協
力
を
積
極
的
に
進
め
る
。

ま
た
国
連
改
革
に
取
り
組
む
。 

１１
．
新
し
い
価
値
観
に
対
応
し
た
環
境
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
等
、
個
性
豊
か
な
自
立
あ
る
人
間
性
を
育
て
る 

教
育
を
進
め
る
。
ま
た
、
文
化
・
芸
術
の
振
興
を
図
る
。 

１２
．
勤
労
者
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
年
一
八
〇
〇
総
労
働
時
間
の
早
期
実
現
、
住
宅
の
確
保
、 

通
勤
難
の
解
消
な
ど
の
対
策
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
育
児
・
介
護
・
看
護
休
業
制
度
を
充
実
し
、
女
性
の
能
力
が

い
か
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
。 


